








要約:ヒト胚子集団を対象とした疫学的研究の結果、母の高齢ならびに妊娠初期の高熱疾

患と神経管奇形との間に有意の相関が認められた。このことから、高齢妊娠と発熱の原因

となる妊娠初期の感染などを可及的に避けることが神経管奇形の発症を予防するために重

要であろうと考えられる。また、神経管奇形をもつ胚子の母においては、臨床的に検知さ

れる流産と検知されない流産が共に多く発生していると考えられることから、遺伝相談に

おいては過去の妊娠歴を詳しく調べることが望まれる。初期流産の既応を有する婦人や、

過去の妊娠回数が異常に少ない婦人は奇形児出産のハイリスクグループと考えられるので、

遺伝相談や出生前診断を特に入念に行うことにより、異常児の出生を未然に予防すること

が、ある程度可能になると考えられる。


